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定期試験（筆記試験）の成績と平常成績で総合評価する。
［中間試験（筆記）と定期試験（筆記）の成績および出席回数、授業中に課した数回のレ
ポートの成績を合わせて総合評価する。］

バイオメカニクス■科目名
　　サブテーマ

この講義では工学的手法によって生体（ヒトの身体）の構造や機能の力学的側面や動物の
ロコモーション（移動運動）を解明しようとするバイオメカニクス（生物力学／生体工学）につい
て講述する。このバイオメカニクスは機械工学者がヒトの身体の「生理学」や生体内現象の
理解に基づいて健康・医療（診断・治療）・福祉機器の研究・開発・製造に携わる際に必須
の考え方、方法論、知識を与えてくれる学問であり、「生体医工学」とほぼ同義である。本講
義では、とくに流体力学と弾性体力学に関連した事項について詳述する。まず、生体内の
（血液）循環器系、呼吸器系のバイオメカニクスと人工臓器について基礎的知識から最先端
の知見までを多くの配布資料に基づいて講述する。泌尿器系、消化器系についても触れ
る。講義の後半は、まず循環器系を工学的に取り扱う場合に必要な血管・血流の数学モデ
ルの構築、呼吸器系（肺・気道・声帯）の数学モデルについて述べる。次いで、現代医療で
用いられている医用流体計測法、とくに希釈法、超音波ドップラー法、ＲＩ、ＭＲＩ、ＰＥＴなど
の血流測定法について述べる。さらに、最先端医療の現状を概観する。最後に、動物の移
動運動、とくに鳥・昆虫の飛行と魚鯨類の遊泳の力学について述べ、バイオミメティクス（生物
模倣工学）的応用に触れる。全体としてバイオメカニクス、生体医工学の基礎から研究の最
前線までの広範な領域にわたる総合的知識の習得を目的とする。

　１．バイオメカニクスとは？　臨床医工学とは？　その領域と歴史
　２．人工臓器、サイボーグ
　３．呼吸器系のバイオメカニクスと人工臓器；　人工心肺
　４．血液循環系のバイオメカニクスと人工臓器（１）；人工心臓、人工弁、人工血管
　５．血液循環系のバイオメカニクスと人工臓器（２）；マイクロカプセル、ＩＤＤＳ、人工血球、
人工血液
　６．泌尿器系・消化器系のバイオメカニクスと人工臓器；人工腎臓、人工肝臓、人工膵臓
　７．中間試験
　８．血液循環系（血管・血流）の数学モデル
　９．呼吸器系（肺・気道・声帯）の数学モデル
１０．医用流体計測、とくに血圧・血流測定（１）；聴診法、カフ振動法、希釈法、
　　　超音波（ドップラー法、伝播時間差法）
１１．医用流体計測、とくに血流測定（２）；光ファイバーLDV、電磁血流計、熱膜血流計
１２．医用流体計測、とくに血流測定（３）；ＲＩ、ＭＲＩ（核磁気共鳴イメージング法）、
　　　ＰＥＴ（陽電子断層撮影法）
１３．先端医療の概要（フィジオーム、ティシューエンジニアリング、ゲノム、再生医療）
１４．動物の遊泳と飛行（１）；ロコモーション、魚鯨類の遊泳
１５．動物の遊泳と飛行（２）；鳥・昆虫の飛行、バイオミメティクス（生物模倣工学）
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『ひとりで学べる解剖と生理』 全５巻 　　 （廣川書店）
林紘三郎 　　 『バイオメカニクス』 　　 （コロナ社）
日本機械学会・編 　　 『機能性流体・知能流体』 　　 （コロナ社）
太田和夫／阿岸鉄三・編 　　 『人工臓器』 　　 （南江堂）
友田泰行／大場謙吉／他 　　 『生命科学とは』 　　 （玄文社）
Y.C. Fung 　　 『Biomechanics』 　　 （Springer-Verlag）
東昭 　　 『生物の動きの事典』 　　 （朝倉書店）
大場謙吉・板東潔 　　 『流体の力学－現象とモデル化－』 　　 コロナ社
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